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新
年
を
迎
え
て
思
う
こ
と

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
31
年
の
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
市
川
浦
安
地

区
保
護
司
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
更
生
保
護
活
動
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
が
行
っ
て
い
る
対
象
者
と
の
面
談
、
研
修
等
に
よ
る
知
識

の
研
鑽
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
実

施
な
ど
、
社
会
貢
献
へ
の
熱
意
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昨
年
４
月
の
市
川
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
最
後
の
新
春
を
、
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

保
護
司
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
皆
様
の
更
生

保
護
に
関
す
る
ご
尽
力
、
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
検
挙
者
に
占
め
る
再
犯
者
の
割
合
が
48
％
超
と
い
う
現

状
を
踏
ま
え
、
国
は
、
平
成
29
年
12
月
に
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
定

め
、
再
犯
防
止
対
策
に
重
点
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
連
動
し
て
、
各
自
治
体
は
職
業
・
住
居
の
確
保
の
支
援
、
保
健
医

様
か
ら
の
ご
信
任
を
賜
り
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。	

″
気
持
ち
よ
く
「
暮
ら
せ
る
」「
働
け
る
」「
生
き
て
い
け
る
」
ま
ち
”

を
目
標
に
、
市
民
の
皆
様
の
良
好
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
ま
た
、

犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
方
に
対
し
て
、
一
人
一
人
の
生
き
方
を
尊
重

し
、再
び
社
会
の
健
全
な
一
員
と
し
て
生
活
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

更
生
を
支
援
す
る
更
生
保
護
活
動
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
巡
回
、
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
の
運
用
、
自
主
防
犯
活
動
の
支
援
、
自
治
会
や
防
犯
協
会
、
警

察
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
犯
罪
抑
止
力
の

向
上
を
目
指
し
、
安
心
で
安
全
な
街
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
等
、
地
域
福
祉
の
一
環
と
し
て
、

再
犯
防
止
へ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
各
自
治
体
に
は
国
の
再
犯
防
止
推
進
計
画

を
勘
案
し
た
地
方
再
犯
防
止
計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
と
な
り
、
再

犯
防
止
に
関
す
る
地
域
の
実
情
を
把
握
し
た
う
え
で
刑
事
司
法
関
係

機
関
等
と
の
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、

各
市
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
再
犯
防
止
の
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と

あ
わ
せ
て
、
保
護
司
会
は
じ
め
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
皆
様
と
と

も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
社
会
復
帰
の
支
援
に
取
り
組
む
努
力

が
重
要
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

市
川
市
長
　
村
越　

祐
民

浦
安
市
長
　
内
田　

悦
嗣
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瑞
宝
双
光
章

本
司　

俊
喜	

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

法
務
大
臣
表
彰

岩
田　

文
親	

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

皆
川　

公
雄	

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰（
内
助
功
労
者
）

本
司　

一
惠	

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰	

時
田　

正
一	

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

宮
井　
　

洵	

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

馬
場　

九
重	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

関
東
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

小
林　

俊
之	
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

宇
佐
美　

敬	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
保
護
観
察
所
長
表
彰

古
川　

英
治	

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

真
島　

節
子	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

帆
刈　

隆
一	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
本
司
俊
喜
会
長
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
章
報
告

平
成
30
年
11
月
22
日
に
君
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
62
回
千
葉
県
更
生

保
護
大
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
顕
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

表
　
彰

君津市民文化ホール

千
葉
県
知
事
感
謝
状

石
井　

孝
幸	

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

三
輪
惠
美
子	

（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

齊
藤　

光
妙	

（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

松
倉　
　

勉	

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

畑
田　

玲
子	

（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

富
田　

尚
武	

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

安
達
美
津
子	

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

松
丸　

裕
一	

（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

榎
本　

俊
夫	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

草
場　

聖
子	

（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

保
護
観
察
所
か
ら
、
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
で
私
に
瑞

宝
双
光
章
を
与
え
ら
れ
る
事
に
決
ま
っ
た
と
の
連
絡
を

受
け
、
間
違
い
で
は
な
い
の
か
、
本
当
だ
と
し
た
ら
大

変
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
受
章
決

定
は
事
実
で
あ
り
、
保
護
司
に
な
っ
た
経
緯
と
担
当

し
た
多
く
の
対
象
者
の
事
な
ど
を
振
り
返
る
と
感
慨

深
い
も
の
で
し
た
。
義
父
が
保
護
司
を
し
て
お
り
、
そ

の
跡
を
継
い
で
平
成
４
年
に
保
護
司
を
拝
命
し
今
年
で

26
年
。

今
後
も
更
生
保
護
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

毎
日
、家
に
配
達
さ
れ
る
新
聞
の
社
会
面
の
記
事
を
、

読
み
眺
め
、
溜
息
を
つ
い
た
日
々
も
あ
っ
た
。
今
、
そ

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。
社
会
に
ど
れ
だ
け
貢
献
で
き

た
だ
ろ
う
か
。
今
ま
で
は
、
面
接
や
保
護
司
会
活
動
に

お
い
て
、
皆
様
や
対
象
者
に
対
し
て
、
充
分
な
時
間
を

割
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、「
法
務
大
臣
表
彰
」

を
受
彰
し
て
、
こ
の
保
護
司
と
い
う
役
職
に
付
い
て
い

る
間
、
自
分
自
身
の
存
在
を
問
い
続
け
て
い
き
た
い
と

思
う
。

本司会長ご夫妻

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し
て

本
司　

俊
喜
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

法
務
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
て

岩
田　

文
親
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
30
年
11
月
６
日
に
千
葉
県
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
薬
物
乱

用
防
止
功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
永
年
の
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
医
薬
・
生
活
衛
生
局
長
感
謝
状　
石
井　

孝
幸
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
長
感
謝
状　
安
達
美
津
子
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）
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名
古
屋
刑
務
所
見
学
記

那
須　

隆
吉
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

府
中
刑
務
所
を
見
学
し
て

齊
藤　

光
妙
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

９
月
12
日
、
13
日
名
古
屋
刑
務
所
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。（
参
加
者
19
名
）「
仙せ
ん

客か
く

来き
た

り
遊あ
そ

ぶ
雲う
ん

外が
い

の

顛い
た
だ
き…
…
」（
石
川
丈
山
詩
）
と
、
富
士
山
を
横
に
通
り

過
ぎ
る
頃
か
ら
小
雨
に
な
り
ま
し
た
。
長
道
中
バ
ス
の

中
で
本
司
会
長
が
用
意
し
て
こ
ら
れ
た
十
干
十
二
支
の

話
、
干
支
の
い
わ
れ
、
陰
陽
五
行
説
、
方
位
等
の
説
明

で
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
家
康
の
出
生
地
岡

崎
城
公
園
に
到
着
。
な
め
し
田
楽
懐
石
と
い
う
本
格
八

丁
味
噌
料
理
の
昼
食
を
頂
き
、
名
古
屋
刑
務
所
へ
13
時

到
着
。
法
務
事
務
看
守
長
の
山
本
和
仁
氏
に
迎
え
ら

れ
、
名
古
屋
刑
務
所
の
沿
革
か
ら
施
設
等
の
説
明
を
受

け
、
所
内
を
巡
回
見
学
。
会
議
室
に
も
ど
り
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。
敷
地
面
積
は
10
万
７
千

坪
で
刑
務
所
と
し
て
日
本
一
の
広
さ
。
受
刑
者
の
た

め
の
宗
教
教
誨
師

は
名
古
屋
刑
務
所

が
初
め
て
だ
そ
う

で
す
、
収
容
定

員
は
２
４
２
７

人
。
現
在
受
刑
者

１
６
２
１
人
、
主

と
し
て
犯
罪
傾
向

が
進
ん
だ
26
歳
以

上
を
収
容
し
て

北
府
中
駅
か
ら
近
い
所
に
あ
り
ま
し
た
。
暖
か
い
師

走
の
4
日
、
14
名
で
府
中
刑
務
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

重
犯
の
男
子
日
本
人
１
５
５
３
名
、
外
国
人
３
３
６
名

収
容
。
外
国
人
は
ベ
ッ
ド
付
き
の
個
室
、
日
本
人
は
畳

の
部
屋
に
同
居
。
65
歳
以
上
が
３
５
４
名
、
食
事
は
宗

教
上
肉
が
ダ
メ
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
、
お
か
ゆ
、
き
ざ
み

と
多
種
に
わ
た
る
。

高
齢
者
の
中
に
は
、
転
ん
で
も
危
険
が
な
い
よ
う
に

畳
の
上
で
作
業
す
る
。
刑
務
所
の
敷
地
内
に
道
場
が
あ

12
月
4
日
、
千
葉
地
方
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
薬
物

事
犯
者
に
対
す
る
処
遇
の
充
実
強
化
を
目
的
に
薬
物
依

存
者
の
心
理
と
対
応
に
つ
い
て
、
堀
口
忠
利
先
生
の
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。

薬
物
依
存
と
は
、
悪
い
結
果
に
な
る
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
や
め
ら
れ
な
い
脳
の
病
気
で
、
再
発
を
伴
う
慢

性
病
で
完
治
は
し
ま
せ
ん
。

依
存
症
の
特
徴
は
、
脅
迫
性
、
反
復
性
、
衝
動
性
、

否
認
（
問
題
を
過
小
評
価
し
認
め
な
い
）
等
。
な
ぜ
や

め
ら
れ
な
い
の
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
事
に
も
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
、
破
壊
的
な
行
動
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

再
発
は
自
ら
の
選
択
の
結
果
で
、
本
人
の
責
任
と
保

護
司
の
責
任
を
分
け
て
考
え
、
周
囲
の
人
の
責
任
で
は

な
い
。
対
象
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
依
存
症
の
回
復
に
関
わ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
は
、
ど
の
よ
う
な
所
が
あ
る
の
か
知
っ
て
お
く
こ
と

も
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
対
象
者
が
孤
立
し
な
い

よ
う
手
助
け
で
き
れ
ば
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

い
る
。
暴
力
団
関

係
者
、
窃
盗
事
犯

者
、
覚
醒
剤
事
犯

者
で
、
平
均
刑
年

数
３
年
３
カ
月
、

無
期
７
人
、
累
犯

23
人
中
15
回
目
も

い
る
と
の
こ
と
で

す
。
最
高
齢
87
歳
、
覚
醒
剤
は
な
か
な
か
ぬ
け
ら
れ
ず

40
年
も
入
出
所
を
く
り
返
し
て
い
る
者
も
い
る
。
高
齢

者
へ
の
特
別
調
整
（
出
所
前
に
生
活
保
護
手
続
き
等
）、

そ
の
他
多
く
の
情
報
を
頂
き
ま
し
た
。
保
護
司
の
信
条

「
常
に
研
鑽
に
励
み
、
人
格
識
見
の
向
上
に
努
め
る
」

一
助
と
な
っ
た
次
第
で
し
た
。

平成30年９月12日　名古屋刑務所

平成30年９月13日　豊川稲荷

特
別
研
修
会
に
参
加
し
て

今
西
美
和
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

り
、剣
道
柔
道
を
近
隣
の
子
に
教
え
地
域
に
と
け
込
み
、

ま
た
、
各
々
の
対
応
に
取
り
組
む
刑
務
官
の
大
変
さ
に

思
い
を
寄
せ
ま
し
た
。
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退
任
に
あ
た
っ
て

富
田　

尚
武
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

退
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

富
田　

尚
武
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
14
年
12
月
１
日
委
嘱
～　

�

　
　

平
成
30
年
11
月
30
日
退
任

飯
島
惠
美
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

�
平
成
18
年
12
月
１
日
委
嘱
～　

�
　
　

平
成
30
年
11
月
30
日
退
任

永
田　

久
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

�

平
成
18
年
12
月
１
日
委
嘱
～　

�

平
成
30
年
11
月
30
日
退
任

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
11
月
を
も
っ
て
15
年
間
の
保
護
司
活
動
を

修
了
致
し
ま
す
。
15
年
間
と
い
う
短
い
活
動
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
対
象
者
に
出
会
い
自
分
自
身
も
大

き
く
成
長
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。あ
る
再
犯
者
の「
社

会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
塀
の
向
こ
う
に
は
も
う
行
き
た
く

な
い
」と
言
っ
た
言
葉
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
15
年
間
で
多
く
の
保
護
司
の
仲
間
に
出
会
い
、
そ

し
て
観
察
官
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
方
々
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市 民 ま つ り

平成30年11月3日
大洲防災公園

平成30年10月21日
浦安市役所周辺

平
成
30
年
度
関
東
地
方
保
護
司
代
表
者
協
議
会
が
、

10
月
11
、
12
日
に
ブ
リ
ラ
ン
テ
武
蔵
野
で
開
催
さ
れ
、

当
地
区
よ
り
本
司
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
総
務
担
当
保
護
司
特
別
研
修
（
葛
南
ブ

ロ
ッ
ク
）
が
平
成
30
年
10
月
15
日
、
鎌
ヶ
谷
市
総
合
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
当
地
区
よ
り
中
嶋
会

計
、
石
井
理
事
、
齊
藤
理
事
（
西
）、
及
川
理
事
が
出
席

し
ま
し
た
。

部
会
長　
中
溝
敬
子　

副
部
会
長　
中
村
龍
民

　
　
　
　

中
嶋
貞
行　

真
島
節
子　

今
西
美
和
子

広
報
部
会

平
成
最
後
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
元
号
に

な
り
ま
し
て
も
、
部
員
一
同
、
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ひ
だ
ま
り
を
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
今
西
）

編
集
後
記

今
後
の
行
事
予
定
（
平
成
30
年
度
）

１
月
15
日
（
火
）�

一
日
駐
在	

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

１
月
18
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

１
月
23
日
（
水
）
新
年
懇
親
会
（
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

２
月
15
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

２
月
26
日
（
火
）
～
27
日
（
水
）

�

一
泊
施
設
見
学
研
修
会
（
駿
府
学
園
）

３
月
６
日
（
水
）
理
事
会
・
第
四
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

（
市
川
市
文
化
会
館
）

３
月
15
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

３
月
19
日
（
火
）�

一
日
駐
在	

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

穏やかな小春日和、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について
理解を深め、関係諸団体とともに、犯罪のない明るい地域社会を築くことを目
的に、ポケットティッシュの配布等、クイズやゲームも実施しました。


